
ザ・BOX 369♪ 利用規約 

 

 この利用規約（以下、本規約という）は、ザ・BOX 369♪（以下、当施設という）を利用され

る方々（以下、利用者という）に安心、安全にご利用いただくために利用条件を定めるもので

す。利用者は本規約に同意の上、当施設をご利用ください。 

 

第１条（目的） 

 

 当施設は、野球の練習・トレーニングを目的として利用するものであり、その他の目的をもっ

て利用する場合は事前に管理者の承諾を得た場合にのみ可能とします。 

 

第２条（利用時間） 

 

１．利用時間は 8 時～21 時までとします。 

２．予約時間内での入退場を厳守してください。 

３．準備・片付けも利用時間に含まれます。 

 

第３条（予約・キャンセル） 

 

１．利用は原則予約制とします。 

２．予約システム STORES より予約可能日を選択し予約をお願いします。 

３．お電話での受付は空き状況の確認を含め一切行っておりません。 

 ４．キャンセル料は 2 日前から 100％料金が発生します。 

 ５．天災・悪天候（台風・大雪）設備トラブルなど当施設が使用不可能と判断した場合にはキ

ャンセル料は発生しません。 

 

第４条（利用当日の入退場） 

 

 当施設は無人施設であり、管理人の常駐はありません。当施設の開錠と施錠は入口に設置され

ているキーボックス内の鍵を使用して、利用者自身で行ってください。なお、キーボックスの開

錠番号は利用日当日にお知らせいたします。 

 

第５条（入場の禁止及び利用の拒絶） 

     

 １．暴力団及びそれに類する組織、若しくはその構成員と認められる方 

 ２．酒気を帯びている方 



 ３．健康状態により医師から運動を禁止されている方 

 ４．他の利用者や近隣住民・施設等へ迷惑をかける方 

 

第６条（禁止事項） 

 

 １．当施設内（駐車場含む）での飲酒・喫煙（電子タバコ含む） 

 ２．周辺道路への路上駐車 

 ３．予定時間を超過しての練習、片付け 

 ４．当施設外及び駐車場でのキャッチボール、素振りなどの練習（周辺道路でのランニング等

含む） 

 ５．当施設内でのお食事（飲み物は可） 

 ６．当施設内の設備や備品の破損、持ち出し行為及び利用目的以外での使用 

 ７．ゴミの放置（ゴミは各自でお持ち帰りください） 

 ８．その他、不適切だと判断する行為 

 

第７条（営利目的の使用禁止） 

１．当施設は、個人または団体による野球に関する営利目的での使用を禁止します。 

※ただし、当社及び当施設が主管となって行うアカデミー・野球教室等のイベントは除く。 

２．以下の行為は営利目的とみなされ、禁止対象となります。 

  ・有料による個人レッスン、コーチング、スクールの開催 

  ・営利団体の練習・イベントへの使用 

  ・撮影やライブ配信等による商業的活動 

 

第８条（安全管理） 

１．利用者は自己の責任において安全に配慮し、怪我や事故のないよう注意してください。

２．当施設内での事故・怪我・盗難等について、施設側は一切の責任を負いません。  

３．小中学生以下のご利用には保護者または指導者の同伴が必要です。 

 

第９条（免責事項） 

１．当施設内（駐車場含む）で発生した傷害、盗難等の人的、物的事故については一切の責任

を負いません。 

２．利用者同士または利用者と第三者との間で生じたトラブルについて当施設は一切の責任を

負いません。 

 

第１０条（損害賠償） 

 １．利用者は当施設の建造物、設備等を破損・紛失させた場合、その損害について賠償責任を

負います。 

２．利用者が本規約を違反したことにより、当施設が損害を被った場合に、利用者はその損害



について賠償責任を負います。 

 

第１１条（本施設利用上のルール・注意事項・禁止事項） 

１．本施設は、本規約の他、本施設のホームページに記載している注意事項や禁止事項、施

設掲示ルール等の諸規定を設けております。必ずご確認いただき、ご承諾の上、ご予約

及びご利用願います。 

  ２．スパイクの使用は禁止です。 

   ※ただし、マウンド（黒土部分のみ）はスパイク可能です。スパイク使用の際はマウンド

内での履き替えをお願いします。人工芝部分への侵入は禁止です。 

  ３．外側のネットに向かってのティーバッティング、トスバッティング、スローイング等の

練習やネットにもたれかかる行為は、破れ・破損・劣化等の原因となりますので禁止で

す。内側の間仕切りネット（カーテンネット）に向かっての練習は可能です。 

     

 第１２条（防犯カメラの設置） 

１．当施設には、運営及びセキュリティー対策（防犯目的及び事件、事故、トラブル等発生

時の確認のため）の一環として防犯カメラを設置しています。 

２．取得した映像は原則第三者へ開示することはありませんが、捜査機関からの情報開示に

対し、関係法令に基づいて、必要性があると認められる場合にのみ、情報を提供、開示

する場合があります。 

３．時間外利用、不適切行為、備品の持ち帰り等の悪質とみられる行為には今後の利用をお

断りする場合があります。 

 

 第１３条（駐車場について） 

１．駐車場での事故、盗難、損害等については、一切の責任を負いません。 

２．利用者間のトラブルは当事者間で解決してください。 

 

 第１４条（その他） 

  １．本規約は必要に応じて予告なく変更する場合があります。          

 


